
･

■
.

草

評

-

ミ
.､
､
､
～

㌧

よ
｢

､
､
-
､

～

ナ
ェ

ネ
ッ

プ
｢

賂
代
図
像
浄
r
斗

一
ノ

.

皆

川

∴

単
∵

ノ

吋

E
-

i

p

C
.

甘
仏

芸
勺
.

富
○

計
昌
.
ビ
p

軋

見

当
也

己
営
P

の

-
A
日

■

.

〕

F
t

岩
か
占

ま
ー

O

P

望
e

宅

ぺ
0

旨
､‥

巳
p
n

日
-

-

-

巴
D

.
こ
や

ぁ
･

今
日
､

人
類
に

課
せ

ら

れ
た

最
大
の

瓢

賢
､

国
際
社

食
に

お

け

る

平

和
と

秩

鞍
の

確
立
忙

釘
る

事
は

い

う
■

増

で

も

な

い
｡

国
際
連
合
の

設
立

は
､

こ

の

棒
大
な

る

目
的
を

凄
成
す
る

た

め
の
一

ら
の

哩

標
に

外

な

ら

■
ぬ
ゃ

し

か

し
､

わ
れ
ゎ
れ
が
､

■
眞
正

の

平
和
と

秩
序
を
こ

い

ね
が

､

ブ

か

ぎ

′

ケ
､

-

し

･
の

よ

う
な

国
際
社
食
の

粗

線
化
と

共
に

､

′
国
際
社
骨
関
係
を

整
序

寸
る

琴
そ
切

も
の
■の
資
質
に
つ

い

て
､

再
検
討
し

な
け
■れ
ば

な

ら

な
い

で

去
ろ

う
｡

組
織
枕

ぎ
れ
た

国
儀
鼓
魯
の

需
要
に

癒

そ
へ

き
､

俸
統

国
際
津

■
の

シ

ス

テ

イ

サ
ー

r

■
ィ

っ

ク

な
再
検
討
は

､

沫
の

支
配
す
る

国
際
社
食
を

建

ネ

設
す
る

芯

不
可
敏
な
基
礎
工

事
で

あ
る

｡

ジ

ュ

サ
ツ

ブ

徴
援
は

本

苧
-

､

そ
の

会
刊
の

予
告
は

､

･
ア

メ

リ

セ

周
際
乾
草
の

泰
斗
甘

あ
る
ハ

･
ド
ソ

ソ

敬

一

.

賢
(

岩

見
3

0
卜

拝

見
冒
日
)

を

し
て

､

→

待
ち

き
れ
な
い

期
待
で
+

杯

町

し
た
+

-

-
を

∵
+

の

よ

う
な
仕
事

､

す

な
わ
ち

逝

代
化
さ

れ

た

歯
髄

潜
を

建
設
す
べ

き
､

い

く
つ

か

の

可

能
な

媒
載
の

探
究
と

､

そ

れ
ら

に

基

づ

ぐ
博
統
国
際
津
の

払
列
的
命
析
拝

さ

さ

げ
て

い

驚

､

■

鶉
在

､

世
界
の

輿

論
は

､

無
制
限
的
主
権
の

否
認
と

戦
寧
に

射
す
る

妹

･

憩
に

よ
つ

て
､

或
は

国
際
組

織
の

確
立
に

､

或
は

一

足
と

び
に

世
界
政
府
､

の

創
設
に

集
中
し
て

い

る
｡

と

こ

ろ

で
､

こ

れ
ら
の

両
論
･に
共
濁
し
て

い

る

細
は

､

十
分

な
(

首
盲

r

-

e
)

国
際
津
愚

弄
を

も
り

こ

と

吼

必

要
性
を

親
許
し

て
い

る

こ
.と
で

あ
る

｡

そ
こ

で
､

津
を

定
立
･

適
用

･

執
行
す
る

■

た

め
の

組
織
が

完
備
さ

れ
た

こ

と

を

傾
定
し

て
､

一

題
ど
の

よ

う
な
注
が

.

国
際
敢
禽
に

行
は

れ
な
け

れ
ば

な
ら
.

な
い

か

を
検
討
し

て

み
ょ

う

∵
+

の

･
L

う
な
研

究
の

七

め

に
､

改
訂
さ
れ
た

国
際
津
秩
序
の

キ
一ィ

ー
■･

ノ

ー

ツ

と

し
て

次
の

二

つ

が

ど

ゃ
あ
げ
ら

れ
る

｡

-

}

そ

竺
は

､

｢

国
際
法
が

､

国
家
津
と

同
様
に

､

個
人
に

勤
し
て

も
直
接

た
連
用
さ

れ
な
け

れ
ば

な

ら

な

い
+

と

い

ヶ
こ

と

で

あ
り

､

そ
の

二

ば
､

･

｢

国
際
社
含
の

全
建
が

■ ､

そ
の

津
を

遵
守
す

そ
+

と

を

以
て

､

′

利
益
と

す

る

こ

七

を

基
本
的
に

承
熱
し

な

け

れ

ば

な
ら

な
い
+

と

い

う
ー

㌧

と

で

あ
な
叩

ジ

羊

サ
ッ

プ

教

援
は

∵
%
ら
の

二

つ

の

命
題
を

償
設
(

富
｡
t

訂
肌

色

′

と

し
て

設
定
し

､

-
穀
上
の

通
り

､

そ
の

一

.
ほ

､

個
人
の

国
際
港
直
接

性

の

肯
定

､

女
丁

▲
プ

チ

ル

的
擬
制
の

否
定
で

あ
り

､

そ
の

二

は
､

国
際
社
食

一

ト

ー

ト
･

ベ

ー

シ

ス

の

画
像
利

禁
c

O

∋
m

邑
-

ヱ
已
e

針
-

)

■
の

永
訣

､

国
際
法
の

不
法
行
儀
.

的
基
礎
か

ら

刊
沫
的
基
礎
へ

の

韓
移
で

あ
る

+
し

ゝ

か

七
俸
統
国
際
捷

7

の

墓
の

方
向
を

音
わ
掛

与
と

ナ

三
竺

苦
静

T
-

呈
)

∵
彪

一

-

♪

▼㍗
..一

､

㌢
∴

汐
‥
号

サ
.ダ
ブ
■
｢

薮
代

周
甘

苦



一

癖

詮

葦
･

寮
二

十
ユ

亀

五

二
ハ

革

い

,
以
上
の

よ

う
な

停
続
開

際
津
の

再
検
討
を

行
う
た

め

の

素
材
は

､

次
の

■
阜
サ

に

配
列
さ

れ
る

｡

､

▲
▼

､

第
二

章
′

国
際
浄

中
生

建

築
三

幸

来

観

革
四

季

国
籍
と

人

権

▲

第
玉

章

個
人
へ

の

損
専
忙

葡
す
る

国
家
責

任

第
大

草

契
約
的
合
意
の

鼓

･

第
七

草

力
使
用
の

津
的
規
制

第
九
章

㌧

不

浄
な

力
使
用
の

瘍
合
に

お

け

る

権
利
と

義
務
･

こ

こ

で
､

各
章
別
に

､

主

要
な

論
戴
を
ア

ィ

テ

ィ

･マ

.
イ

ズ

し
て

み

よ
､

つ
｡

00
.
第
二

草
-

国
儀
珪
を

蕨
絡
に

国
家
間
の

法
と

す
る

博
線
的
規
定
町

対
す
る

批
判

､

個
人
‥

宵

敢
･

国
際
機

閲
等
の

国
際
法

葺
慢
性

､

平
等
原
則

官
邑
｡

旨
e

浅

見
事

-

昔
〕

の
■
再
許
債

､

猿
立

(
i

邑
や

葛
日

計
日

且

か

ら
相
互
依
存
(

賢
e

r
･

計
官
日

計
口

且
へ

の

移
行

､

主

権
概
念
の

再
構

成
(

一

五

-
四
二

貫
)

伸

筋
三

幸
1
い

わ
ゆ
る

創
設
的
〔

吉
富
t

ぎ
t

す
0

)

畢
詭
と

宣
言
的

(

紆
邑
P

邑
｡
叫

8

畢
蔑
の

封
立
の

基
盤

､

国
家
承
誼
の

共
同
利
益
性
と

そ

の

国
際
的
統

制
､

国
家
承
諷
の

事
績
=

方
式
め

検
討
(

特
忙

､

国
際
連
盟

､

○

国
際
連
骨
へ

の

加

入
k

国
連
し

て
)

､

毅
乱
妖
態
(
-

日

昌
蒜
富
c

8

及
び
交

曇
(

す
巴
-
i

g
e

遠
-

邑
の

旗

琴
政
府
の

垂
甲
(

エ

ス

ト

ラ

ト

ダ

主

義

雷
富
計

官
旨
ユ
臼
e

む

再
吟

哲
､

承
訊
の

個
人
に

対
す
る

教

考

東
和
の

遡
及
蛙
(

四

三

1
六

七

貫
)

l

も

00

､
隼
田

章
-
圃
築
及
び
外
国
人
た

る

地
位
･
(

邑
e

日

品
也

の

概
念
分

､

t

■

川
的

鯛
醐
鵬
糾

㌔
絹
如

細
山

謂
酢
醐

約
湖

鮨
工

卵
㌍

㌍
門

竿

l賀
已
ロ
m
･i
的

せ
ー

｡

且

と

庇
護

､

法
人

･

船
舶

･

航
基

磯
の

国
籍

､

.
軋
籍

虚
実
の

解
決

､

.

国
際
連
合
に

よ

る

人
権

甘
e

■
計
F

駈

Q
f

計
出

色
ノ
の

.

保
障
■
(

六
八

-
九
三

貢
)

｡
一

t

㈱

第
玉

章
1
国
威
責
任
港
の

分
野
(

帝
歯
主

義
と

ド

ル

外
交
の

歴
史

.1

■ケ
ー
･

ス
･

ア

サ

的

基
盤
に

集
積
さ

れ

た

豊

富
な

判

例

巷
)
､

.
外

国

∧
.
(

邑
e

ロ
)

へ

の

祝
事

■
に

対
す
る

国
家
責
任
か

ら

個
人
(
i

旦
r

ユ
d

宕
-

)

へ

の

損
害
に

封
す
る

国

家
責
任
へ

の

特
化

､

外

国
人
へ

の

損
害
に

封
す
る

国
家
責
任
を

研
究
す
を

/

中

1

カ

ル
･

F

サ

た

め
■

の

二

つ

の

出
費
戟
(

a

外

国
人
の

地
方

津
に

対
す
る

服
従

b

国
家

は

外
国
人
の

生
食
･

財
産
の

保

険
業

着
で

は

な
い

)

､

.
第
+

の

出
妻
細
と

関

連
し
て

国
際
標
準
詮
七

裁
舛
の

寅
否
(

計
且
巴

急
j

昏
t

i

宕
)

､

東
二
-

の

出
費
戟
と

関
連
し

て

危
瞼
負
撞

(
r
i

賢

巴
-

｡

昌

骨
古

の

法
理
の

検
討

･

(

二

つ

の

代

表
的

嘗
例
+

a

鍍

蓬

建
設
に

謝
す
る

デ

ラ

ウ

ェ

ア

骨

放
と

イ

ラ

ン

政

府
の

契
約
b

一

肝
の

私

的

銀
行
に

よ

る

他
国
政

府
へ

の

貸
付

+
b

灯

関
連

し
て

所
.
謂
ポ

ー

タ

ー

協
約

勺
｡
r
t

e

【

C

昌
く

㌢
{

㌻
ロ

と

薗
際
復
興

関

釜
凝

行
の

役
割
)

｢

国
家
責
任
溝
の

近

代
化

､

匪
家
官
吏
(

外
交
官
･

■
領
,

事
専
)

に

加
え

ら

れ
た

損
害
忙

封
す
る

責
任

､

国
際
官
真
の

特
権
･

薙

除

(

九

四

-
一

ニ

ニ

貢
)

｡

㈱

第
大

草
-
條
約
の

機
能
的
分
類

､

廃
約
の

腐
結
事

績
(

批
准
と

萱

錬
)

､

受
益
者
(

訂
｡
e

琵
琶
e

i

恥

)

と

し
て

の

非

博
事
囲
の

地
位
パ

開
放
條

蔚
と

国
際
社
脅
の

壌
同
湘

軍
周
際
連
合

敷
革
第
二

條
第

+

(

節
の

規

号

俸
統
的
商
連
者

義

臣
p

■t
e

邑
i

払

白

の

放

葉
上

国
際
立

琴
の

た

め
の

重
任

J

二



〝

.
､

､､

■

●

鹿
カ

′

邑
針
旨
か

邑
F
⑦

き
叫

の

魂
資
的
形
成
)

､

條
鮒
の

解
酵

､

涜

の

葦
(

畏
私

法

町

農
溝
ヘ

音
含

､

贋
の

整
上

面
滅
(

軋

正
の

二

つ

の

事

績
､

a

国
際
的
機
関
に

よ

る

改
正

と
b

司
法
上
の

決
定
に

よ

る
.
改

正

(

.事
情
贋
吏
の
■

原

札

d
｡
(

誉
ユ
ロ

=
e

ぎ
皿

■
骨
芝
P

串
こ

ぎ
ゃ

政

治

的

騰
約

と

鍵
済
的

倹
約
の

敷

別
め

必

要

性
､

戦
争

入

野
際

蔵

骨
を

代

.
泰
し

て

の

強
力
の

行

使
〕

の

倹

約
に

輿
.

え
渇

敦
果
)

､

園

鰻
的
利
益

條
約

十

の

債
犯
(

僚
約

雷
の

原

則

号
や

資
日
t

雪
邑

㌢

に

掌
墨
敬

と

㌣
の

擁
護
)

(

一

二

三

-
一

五

六

貢
)

｡

一

㈲
▼
第
七

草
卜
力
行
使
統
制
の

根
本
的
故
障
(

a

絶
封
胎
生

樺
概
念
b

十
分
に

組
織
化

ぜ

れ
た

斡
際
組
織
の

敏
如
)

十

ノ
国
際
連
合
に

よ

る

哉
寧
統

∵

御
上

哉
寧
犯
罪
の

虞

甲
シ

テ

ィ

ム

ソ

ソ

あ
不

承
認
主

義
(

S
t

i

白
岩
口

冒
苧

苛
の

○

管
琵

昌

告
n

t

O

エ
ロ
e
)
+

力
行

使
の

合
潅

約
分

野
の

検
討
+
渦

眉
衛

∴
計
-

{

訂
訂
口

且
､

･
閣
僚
連
合
憲
章
第
五

十
｢

條

b

国

民
の

生
命
と

財

十

亀
の

防

衛
の

た

め

に

す
る

力
布
使

､

開
酪
連
合

憲
章
第

一

條
に

所

謂
｢

共

∵

】

岡

持
置
+

と
の

関
係

C

干

渉
(
-

已
e

ヨ
e

㌢

き
臼
)
､

他

国

家
の

政

治
的

掬
立
に

封
す
る

干

渉
､

､

国
際
圏
盟
の

一

般
的
利
益
の

た

あ
の

そ

れ

自

髄

∴

賢
ホ

干
渉

d

骨
仇

■

盲
巴

整
｡

廿

｡

=
e

首
長
及

び
平

時
封

儲

e

個
人
に

よ
■る
力
行
使

､

海
厳

･

テ
ロ

的
犯
罪

､

排
外
的
偏
見
に

基

∴
甘

く
1

ブ

の

暴
行

､

■
外
国
商
品
の

ボ

イ
コ

ッ

ト
､
･

人
橙
的
偏
見
に

基
づ

く

集
園

的
暴
行
■{

g
e

宮

監
e

の

犯
罪
化
)

て

内

乱
と

革
命

ご
五

七

Ⅰ
一

ゝ

ヘ

七

貢
)
｡

の

止

第
八

草
-

国
際
的
膏

薬
功
の

出
現
と

潜

的
億
念
と

し
て
･の

哉
雫

l の
＼

堰
定
は

､

賢
的

琴
遥
濡
と

不

漂
卦
､

届
周
■･

議
海
を

嵐
虹

.
_

■●

ノ
規
制
ナ
る

必
要

性
を

除
去
す
る

も
の

で

ば

な

い
川

ハ

ー

坑
ア

ト

ト
･

り

軋

主
･
に

J

る

｢

侵
略
の

瘍
合
尼

お

け

る

国
家
の

権
利
･

肴
番
に

璽
,

考
傭

紆
案
(

∵
九
三

五

卜

丁
九
三

九

年
)

の

参
照
∵

国
際

連
合
を

例
と

し

世

界

の

遠
隔
の

地
方
に

於
て

A

南
の

基

軍
が

B

園
の

国
境
防

備
除
を

攻
撃
し

怒

場

雷
雲
し
､

二

つ

の

時

儲
情
況
の

下

簑
察
サ
る

ま
国
際
的
静

観
に

よ

る

行
働
前

･
b

国
際
的
機
関
に

よ

る

決
定
後

､

b

の

場
合
は
i

香

定
的

(

日

品

監
房
)

一

決
定
の

場
合
(

安
全
保
障
理

事
脅
常
任
理

事
国
の

一

が

拒
層
縫
を

行
使
す
る

こ

と
に

羊
つ

て

生
ず
る
)

‥

1 1

骨

虐
的
(

邑
ヨ
｡

t

才

色

決
定
の

場
合
(

必
要
な

慮
の

敵
保
さ

れ
た

場
合
)

一

昔
た

れ
る

(

一

入

八

I
ニ

ニ

.
一

貫
)
｡

､

限
ら

れ
た

ス

ペ

ー

ス

に

よ
つ

て

森
厳
な

く
さ

れ

た
､

､

余
り
に

も

簡
粗
な

髄
介
が
1

本
善
の

す

ぐ
れ
た

債
値
を

毀
損
す
る

こ

と
を
ヽ

心

か

ら

お

そ
れ

ぎ
渇

を

得
な
い

｡

け
だ

し
､

本
書
の

巽
面
目
は

､

二

つ
■
の

偶
設
に

基
づ

い

て

展

開
さ

れ
た

資
定
国
際
法
の

停
続
的
窮
割
の

融
扶
と

､

そ

れ
を

清
爽
に

お

い

て

如
何
に

克
服
す
る

か

め

具
饅
肘
な

理

論
と

提
言
そ
の

も
の

に

あ
る

と

み

ら

れ
る
か

ら

で

あ
る

｡

こ

の

た

め
に

､

わ
た

く
し

. の

な

す
べ

き
こ

と

は
､

各

章
の

廟
働
か

庵
介
で

な

け

れ
ば

な

ち

潔

わ
た

く
し

は
､

･
こ

れ
を

.

後
日

に

ゆ
ず
る

こ

と

と

し
､

こ

こ

で

け

全
蔭
的
戟
粘
か

ら
､

去
書
に

つ

い

て

の

若
干
の

艶

評
を

試
み

る

こ

と

に

し

た

い
｡

し

ジ

チ
サ

ツ

プ

教
援
が

本
書
に

お

い

て

展
開
し

た
の

は
､

ス

コ

ラ

ス

テ
イ

汽

ク

な

世
界
国
家
(

P

王
宮
冒
p

乳
口

且

の

教
誅
で

は
な

く
､

文
展
基
申

で

な

さ

れ
た

理

論
化
で

も

な
い
｡

■
敦
援
の

捧
近
は

､
＼

､

ま

ず
宇

証
に

あ
る

茸

息‡∂

∵

/

ジ

†
サ
■ツ
ナ

与
近

代

拘
際
汝
+

･

J
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軒

一
●

･.
ゝ

ナ
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1;悪意蚕箋準

､ - ‾_′-_⊥
て

-
･

†
-

ノ 酪†∴̀

一二

1

二 て三軍慧

′

一
.ヽ

＼

｢

r

.

丁

-

一

席

革
革
一
男
ニ

ヤ
ー

窄

五

こ
ハ

額

一

■中

定
津
賂
素
材
そ
の

ノ

も
の

に

向
け

ら

れ
､

あ
く
ま
で

具
鮭
的
な

分
析
と

経
験

∵
的
な
加
工

針

通
じ
て
､

停
統
国
際
海
港
釆
の

軌
日

に

お
.
k

て

可
能
な

改
型

･
エ

事
を

展
望
L
よ

う
と

す
る

｡

あ
れ

わ

れ
は

､

こ

こ

に
ア

メ
▼

リ

カ

国
際
.

法

∵

卓
に

席
徴
的

卑
プ

一

†

グ
す

テ

ィ

ズ

ーム

の

精
神
を

み

る

こ

と

が
■
で

き
る

で

あ

ろ
･

フ
｡

/

∵
し

た

が
.つ

て
､

た

と

え
ば
ハ

ド
ソ

ン

救
援
が

指
摘
す

る

よ

う

に
､

個

∴

人
の

国
際
優
生

鮭
性
に
.

つ

い

て

も
､

■
｢

ジ

ョ

ル

■
ジ

子
セ

ノ

ル

令
e

O

蒜
e

m

■
恥

邑
む

と

牡

異
り

､

ジ

首
ッ

プ

氏
は

､

こ

の

よ

う
な
結

論
を

､

彼
自

身
の

構
成
に

な
る

法
律
的
論
理

か

ら

ひ

き
だ

し
て

は

い

な
い

…
･

種
■々
の

席
況
に

ぉ

い

て
､

ど

う
す
れ
ば

将
来
の

可
能
な

注
が

､

こ

れ
を

賓
際
的
債

償
の

撚
鰊
に

お

り
こ

む
こ

と

が

で

き
る

か

と

い

う
こ

と

を

示
す
た

め

七
､

*

ネ

●

賢
な

賢
許
さ

れ
て

､

い

る

の

で

あ
る
+

｡

個
人
の
■
層
際

賢
鮭
性
打

つ

い

て

は
､

.
現
行
凍
上

の

群
論
ほ

勿

論
､

こ

れ
を

立
法

論
上

の

ボ

ス

テ
上

心
+

ト

七

し

て

高
ノ
＼

東
げ
る

こ

と

に
つ

い

て

も
､

ハ

ド
ソ

ン

教
授
の

次
の

= ′

よ

う
な
批

判
が

み
る
｡

す
な
わ
ち

､

｢

喝
餌

朝
獣
は

､

き
ま

ま

な

情
人
に

怒
る

可

魔
性
が

あ
る
｡

そ

し
て
､

個
人
の

色
合
と

い

う

概
念
に

封
す
る

奴

ふ
的

患
は

､

卸
人
の

除
外
と

い
.､

つ

概
念
の

墨

守
と

両
横
に

1

悲
難

さ
る

*

*

*

∵

べ

き
で

あ
ろ

､

つ
+

▲と
｡
･

.

国
際
法
の

画
人
■に
封
す
る

開
放
に

､

将
来
図

際
津
の

創

造
的
〆
-

フ

ィ

テ

イ
■サ
オ
ヅ

と

し

て
､

ど
の

程
度
の

債
債
計

弘
也

る
か

と

い

う
問

題
を

解
決

●

■

す
る

た

漕
ト

は
､

国
際
鹿
骨

随
傭
爪

巌
撃
と

聞
達
せ

t

め
､

+

の

徹
底
的
な

分

析
が

貴
行

ナ
ベ

き
軒
の

と

思
わ
れ
る
｡

こ

の

こ

と

は
､

■
国
際

祉
曹
の

園

､
斗

屑
名
川

相
互
俄
存

世
と

い

う

瀬
念

.

に
つ

い

て
･鳩
同
煮
で

あ
る
ぺ

わ
れ

わ

●

ヽ

㍉

れ
は

､

＼

ジ

ェ

.
サ

ッ

ブ

教
授
に

.
よ
つ

て

手
を

下
ぎ
れ
た

貴
重
滋

開
拓
を

更
に

他
の

分

野
に

潔

し

す
す
め
て

ゆ

か

な

け
れ

ば

な
ら

ぬ
｡

し

か

し
､

そ

れ

と

､

共
に

､

教
援

賢
つ

で

要
さ
竹
た

こ

っ

の
.

恩
的
倉
題

そ
の

も

の

鼠

念
的
構
造
と

敢
曹
的
基

礎
を

溌
く
ほ

れ
さ

げ
て

ゆ

く
■

と

ぃ

う

乍
ヱ
つ

の

根
本
的
な

仕
事
が

蔑
づ

れ
て

い

る

こ

と

を

知
ち

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ
･

ブ
イ

.

ク

ン

ツ

教
授
(

-

○

邑
P

ぎ
且
は

か
つ

て

ア
′

メ

リ

カ

国
際
法

華
の

牽
展
を

概
観
し

て
､

■
次
の

よ

う
灯

い

つ

た
｡

｢
い

ア

㍉
リ

カ

国

際
津
畢
は

凍
き
な

遊
歩
を

と

げ
た
川

そ
し
て

瓢
ら

く
■ ､

そ
の

進
歩
の

最
大
の

例

攣
は

､

そ
の

最
も

著
名
な

付
表
者

達
が

､

す
で

に

速
成
さ

れ
た

進
歩
に

満
足
す

る
こ

.
と

な

く
､

窟
等
の

科
挙
に

よ

り

高
い

日

･

*

*

*

不

､

,
凛
を

す
え
て

い

る

七
い

う

革
賛
で

あ
ろ

う
+

と
｡

魂
在

､

ア

メ

リ
ヵ

国
際
法
畢
の

進
歩
と

皮
具
に

ゃ
ぁ
れ
滋
れ
の

酪

別
の

関
心

が

集
中
七
て

い

る
㌻

ジ

ュ

サ

リ

ブ

教
授
の

こ

の

す
ぐ
れ
た

一

書
が

､

そ
の

粁
来
の
一

層
の

進
歩
の

基

石
と

な
ら

ん
こ

七

を

心
か

ら

希
靡
す
る
■も

.

の

で

あ
る
｡

∴
臣

′
･･

メ

ジ
･

ユ

サ

ブ

プ

教
授
(
-

00

当
ト

)

は
コ

ア
ム

ヒ

ア

大

草
の

騎
際
韓

畢
敦
彼

｡

現

在
は

､

国
際
連
合
貸
金

保

障
理

事
官
の

ア

メ

サ

か

代

表

と

し
て

‡
凰
的

な
滑

車
を

し

て

い

盲
｡

そ

の

著
書
に

は

凍
の

よ

う

な

.
も
の

が

あ

る
｡

P
p

弓

已

曽
且

t

O

ユ
巴

弓
p
t
e

乱
祭
日
良

民
賃

蓋
ヨ
¢

-

弓
鼠

色

星
芸

′
(

-

¢
N

叫

)

■
∵
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勺
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e
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-

毘
00
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､
ヰ
F
か

p

已
t

計
あ
t

巴
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■

告
む

t

F
e

弓
0

ユ
ー

C

呂
ユ
(

-

浩
β

す
訂
コ
P

已
-

○

日

巴

皆
口

d

ユ
t

叫

(
-

や

宗
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､

欝
喜
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昔
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旨
F
小

旨
r

ヨ

¶
｡
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｡

邑
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冒
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邑
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叫
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○
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-

苫
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*
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0

貞

昌
阜

○
≠

■

Ⅰ
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